
1

本人中心の支援とは

ベテスダの家

中西　昌哉

サポート研　関西セミナー ２００７年　１２月　８日（土）
ベテスダの家は

•１９８３年　共同作業所
•１９９６年　向島に移転
•１９９９年　知的デイに
•２００３年　支援費制度
　　　　　　　デイサービス
　　　　　　　　居宅介護

　　　　　　　　グループホーム

•２００６年　新体系移行

ベテスダの事業の形態

•生活介護事業
　　　　　障がい者デイサービス　ベテスダの家

•居宅介護、行動援護
　　　　　ベテスダの家　居宅介護事業

•共同生活介護　（経過的ケアホーム）
　　　　　ベテスダの家　ケアホーム

　　　　　　　

ベテスダが大切にしているもの

•支援の重点項目
　　　
　　　　　
　　　　　
　　　
　　　　　
　　　　　
　　　
　　　　　
　　　　　

コミュニケーション 環境を整える

機会の保障 過ごしの充実

居場所居場所をつくるをつくる

家族の支援 地域につながる

体験体験を重ねるを重ねる

暮らしを豊かに暮らしを豊かに
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居場所

体験 地域･暮らし

支援の考え方

居宅介護事業＋デイサービス事業＋地域生活援助事業

居宅支援サービス３点セット

独自の援助メニュー

地域生活支援に必要なこと

住む

通う・働く

余暇　　　　

　　　　　社
会参加

暮らしの支援

家族支援
相談支援

医療保障

権利擁護

所得保障

本人中心の支援とは

　本人中心の支援

　　移動支援

　　家庭での支援

　　余暇活動

　　相談の場　など

　複数のメニュー

　施設中心の支援

　　集団での支援

　　均一な支援

　　単一なメニュー

個別支援計画の大切さ

•地域において、様々な支援をつなげていく。
•一人ひとりのニーズに合わせて支援する。

　　　　　　　　　何が必要かで、

　　　　　組み合わせ方を考えるとき

　　　　　　　本人中心となってくる。

　　本人中心の前提は選択肢があること


